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安祥地区社会福祉協議会だより 

安祥 通信 

安祥地区社会福祉協議会  安城市安城町多門９６（安祥福祉センター内）  

ＴＥＬ  ７３－５７５７  ＦＡＸ  ７７－３２３０   

 

 

                       令和７年１０月  第２２５号  

あんしょう  にこにこつうしん  

回覧 

 

 8 月２４日（日）に、古井住宅第１集会所において、古井住宅町内会とケ

アセンターうららとの共催で、古井住宅食堂が開催されました。  

この食堂は、食事を通じた住民同士の交流を目的として行われ、当日は、

朝８時から仕込みや会場の準備がスタートしました。参加者にはそうめんと

おでん、飲み物が振る舞われました。また、ゲームコーナーやなぞなぞの出

題もあり、参加者にはお菓子がプレゼントされました。  

参加者の中には、日頃、福祉委員会で見守りをしている方がいたり、ひと

り暮らし高齢者が同じ階の外国籍の方を誘ってくれたり、子どもが友達と一

緒に来てくれていました。子どもから高齢者までたくさんの方が食事を楽し

みながら、同じテーブルになった方同士の会話もみられ、住民同士の交流が

広がっていました。  

  

 

▲町内会長がなぞなぞを出題してい

る様子。難しいなぞなぞもありまし

たが、子どもたちはすぐにひらめき

答えていました。  

▼そうめんとおでんの盛り付けを  

スタッフが行っている様子。  

そうめんの具材として、味付け

椎茸や卵焼きなど様々なものが

用意されていました。  

古井住宅食堂で住民の交流が行われました 

◀外国籍の方が多いため、英語版

のチラシも用意しました！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 1２日（土）に、安祥福祉センターにおいて、東尾福祉委員会主催の

福祉体験会が開催されました。福祉体験会は、東尾地区の福祉の啓発のため、

東尾福祉委員会が令和３年度から毎年開催している行事です。  

 

 

東尾福祉体験会が行われました 

今回は、東尾町内会の防災組織である地域安全委員会と防災班班長を対象

に行われました。２人１組になり、介助する人や介助される人の両方を体験

することで、災害が発生した際に、高齢や障がいなどの理由により身体が不

自由な方の支援に活かすことができるように、という目的で、車いす体験や

高齢者疑似体験のメニューが組まれました。  

車いす体験では、車いすの開閉を含めた操作方法の説明がされた後、坂や

段差の上り下りなどを行いました。  

高齢者疑似体験では、身体に重りやゴーグル、軍手などを付けた状態で、

新聞をめくり文字を読んだり、箸で豆を掴んだりといった体験を行い、高齢

者の手足の上げづらさや、視野の狭さ、手の感覚の鈍さなどを体感しました。 

 また、体験するだけでなく、参加者全員で輪になり感想を話し合いました。 

参加者からは、「車いすを押す時は声かけが必要だと思った」などの感想や、

今までの介護体験を振り返った反省点などが共有され、体験で得た学びが深

められていました。  

東尾福祉委員会の振り返りでは、体験し感じてもらうことに意義があり、

繰り返し体験してもらうことが必要との認識の共有があり、福祉体験会の継

続開催の検討がされていました。  

▲新聞をめくって文字を読む  

▲車いすでスロープの乗降  

▲ゴーグルと手袋をして箸で

豆つかみ  

▲感想を話し合っている様子  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


